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【研究要旨】 
研究目的 
ハイリスク妊婦の支援を担う多職種の連携を促進すべくさまざまな講習会、勉強会が行われてきたが、コロナ禍

により対面の講習会開催が困難となっている。そこで独習可能なツールの必要性が高まっている娯楽のためだ

けではなく、社会問題を解決するためのゲームをシリアスゲームといい、海外を中心に，教育、医療、政治に至

るまで，様々な場でシリアスゲームは実際に利用されている。妊産婦の多職種による支援を題材にしたシリアス

ゲームを作成した。 
 
研究方法 

光田班から全国の周産期施設に配布された「社会的ハイリスク妊婦支援の手引書」の内容をゲーム形式で

学習可能にした。市販のゲーム作成用ソフトウェアを使用して開発している。アプリストアで「サークル

オブサポート」で検索できる。対象をハイリスク妊婦の支援関係者に限定するため、ゲーム内にパスワー

ドを設けている「パスワードは 2020（手引書に記載）」 
 
結果 
R5年12月12日時点で iOS 290ダウンロード、Android 56 ダウンロード 
終了後アンケートには21人が回答。回答者は保健師が最も多く52.4%。 
ゲームでの学習については概ね好意的な回答であった。 
回答者の95％が書籍とゲームの併用が最も有効とした。 
 
考察 
終了後アンケートでは学習効果について好意的な意見が多かった。一方で当初のダウンロード数は限定公開と

した影響もあってか期待ほどは伸びなかった。同様の手法で開発したシリアスゲーム「はじめての NICU」を令

和4年7月に公開したが、以後ダウンロード数が増加傾向。継続することで取り組みが浸透していく可能性があ

る。 

 
結論 
シリアスゲームは周産期の多職種連携の教育ツールをして一定の評価を得ることができた。内容をブラッシ

ュアップして一般公開可能にすればより多くの支援者や家族に有益な情報を届けることができる可能性がある。 

 
研究発表 
令和4年日本周産期新生児医学会、令和3年長野県母子衛生学会で発表した。 
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Ａ．研究目的 
ハイリスク妊婦の支援を担う多職種の連携を促進

すべくさまざまな講習会、勉強会が行われてきたが、

コロナ禍により対面の講習会開催が困難となってい

る。そこで独習可能なツールの必要性が高まっている

娯楽のためだけではなく、社会問題を解決するための

ゲームをシリアスゲームといい、海外を中心に，教育、

医療、政治に至るまで，様々な場でシリアスゲームは

実際に利用されている。妊産婦の多職種による支援を

題材にしたシリアスゲームを作成した。 
 
 
Ｂ．研究方法  
開発：開発ソフトはティラノビルダー（図1）を使

用。小説のようなストーリーのあるゲーム＝ノベル

ゲームの作成ソフトであり、プログラミングの知識

がなくともゲーム作成ができる。 

 
図1 ゲーム作成ソフト ティラノビルダー 

 
ゲームの内容は光田班から提供された「社会的ハイ

リスク妊婦支援の手引書」に基づいている。 
 
公開方法 

R3 年 12 月スマホアプリとして公開。（図 2、3）ア

プリストアで「サークルオブサポート」で検索できる。

対象をハイリスク妊婦の支援関係者に限定するため、

ゲーム内にパスワードを設けている「パスワードは

2020（手引書に記載）」またゲーム終了後に任意でグー

グルフォームによるアンケートに回答いただいた。

（図4） 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図2  シリアスゲーム「Circle of Support」 

 
  図3 支援者の業務を疑似体験できる 
 
 
Ｃ．研究結果 
R5年12月12日時点 
iOS 290ダウンロード 
Android 56 ダウンロード 
ブラウザゲームのプレイ数は集計できず 
 
終了後アンケート（回答数21） 

 

 
図4 終了後アンケートの結果 
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Ｄ．考察 

アンケートでは学習効果について好意的な意見が

多かった。回答者の95％が学習には書籍とゲームの併

用が最も有効と答えた。一方で当初のダウンロード数

は限定公開とした影響もあってか期待ほどは伸びな

かった。 

同様の手法で開発したシリアスゲーム「はじめての

NICU（図 4）」を令和 4年 7月に公開した。NICUでの

医療をわかりやすく紹介する内容。令和 5年 12月 12

日時点でのダウンロード数は iOS 1724, Android 352。

公開後は複数のメディアに取り上げていただいたこ

ともあり、前作のダウンロード数も増加傾向。継続す

ることで取り組みが浸透していく可能性がある。 

図4 はじめてのNICU 

 

Ｅ．結論 

シリアスゲームは周産期の多職種連携の教育ツー

ルをして一定の評価を得ることができた。スタッフが

増え、技術が蓄積され生産性は高まっている。内容を

ブラッシュアップして一般公開可能にすればより多

くの支援者や家族に有益な情報を届けることができ

る可能性がある。 
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